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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状の被接続物を挿入して接続可能に開口する接続部を先端に備える有底円筒状の外筒
と、
　該外筒の軸心に沿って延設されて後端が外筒の底部外方に連通し、先端が前記接続部か
ら所定距離を存して該外筒内部に位置すると共に該接続部に向って軸線方向に開口する中
空の管体と、
　前記外筒にその軸線方向に進退自在に収納されて前進位置において該外筒及び前記管体
を閉塞する弾性材料による閉塞部材と、
　該閉塞部材における前記管体の先端に対向する位置に、該閉塞部材の後退に伴って前記
管体が挿通する挿通孔と、
　前記管体が前記挿通孔を貫通したとき、該管体に沿って後退した閉塞部材を前進方向に
付勢する付勢手段とを備えてなり、
　前記閉塞部材は、前記挿通孔を備えて前記外筒の接続部に挿脱自在に嵌合する栓部と、
該栓部の後端に連設されて前記管体の外周壁に液密に密着する円筒状の管体密着部とを備
え、
　前記栓部が前記外筒の接続部に嵌合したとき、前記挿通孔を閉塞する方向に栓部の外周
から締め付ける締め付け手段を設け、
　前記管体密着部の外周に、前記栓部が前記外筒の接続部に嵌合しているとき及び閉塞部
材の進退移動時に前記管体密着部を前記管体に圧接して密着させる環状の圧接部材を設け
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たことを特徴とする継ぎ手装置。
【請求項２】
　前記締め付け手段は、前記外筒の接続部の内壁全周に突設され、前記閉塞部材が該接続
部を閉塞したとき、閉塞部材の外周に圧接する凸部であることを特徴とする請求項１記載
の継ぎ手装置。
【請求項３】
　前記管体密着部は、複数の環状の肉厚部と複数の環状の肉薄部とが軸線方向に交互に形
成されていることを特徴とする請求項１又は２記載の継ぎ手装置。
【請求項４】
　前記付勢手段は、前記外筒内部において該外筒の底部と前記閉塞部材との間に設けられ
たコイルスプリングであることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項記載の継ぎ手装
置。
【請求項５】
　筒状の被接続物を挿入して接続可能に開口する接続部を先端に備える有底円筒状の外筒
と、
　該外筒の軸心に沿って延設されて後端が外筒の底部外方に連通し、先端が前記接続部か
ら所定距離を存して該外筒内部に位置すると共に該接続部に向って軸線方向に開口する中
空の管体と、
　前記外筒にその軸線方向に進退自在に収納されて前進位置において該外筒及び前記管体
を閉塞する弾性材料による閉塞部材と、
　該閉塞部材における前記管体の先端に対向する位置に、該閉塞部材の後退に伴って前記
管体が挿通する挿通孔と、
　該挿通孔を閉塞する方向に閉塞部材の外周から締め付ける締め付け手段と、
　前記管体が前記挿通孔を貫通したとき、該管体に沿って後退した閉塞部材を前進方向に
付勢する付勢手段とを備えてなり、
　該付勢手段は、前記閉塞部材の後端に一体に連設されて前記管体の後端に向って該管体
から次第に離間する略円錐筒状に形成されたスカート部であり、
　該スカート部は、その後端が前記外筒内の底部に非固定状態で当接されていると共に、
前記閉塞部材が管体に沿って後退したときに屈曲してその小径側が大径側の内方に収納さ
れ、
　該スカート部の外周面と前記外筒の内周面との間には、該スカート部の小径側が大径側
の内方に収納されたときに、当該収納位置におけるスカート部の拡径変形を全周にわたっ
て許容する空隙が設けられ、
　前記筒状部材は、前記スカート部の復元弾性により付勢力が付与されることを特徴とす
る継ぎ手装置。
【請求項６】
　前記スカート部は、複数の環状の肉厚部と複数の環状の肉薄部とが軸線方向に交互に形
成されて、何れかの肉薄部により屈曲可能とされていることを特徴とする請求項５記載の
継ぎ手装置。
【請求項７】
　前記締め付け手段は、前記閉塞部材の外周に装着され、挿通孔を閉塞する方向に閉塞部
材の外周から締め付けるリング部材であることを特徴とする請求項５又は６記載の継ぎ手
装置。
【請求項８】
　筒状の被接続物を挿入して接続可能に開口する接続部を先端に備える有底円筒状の外筒
と、
　該外筒の軸心に沿って延設されて後端が外筒の底部外方に連通し、先端が前記接続部か
ら所定距離を存して該外筒内部に位置すると共に該接続部に向って軸線方向に開口する中
空の管体と、
　前記外筒にその軸線方向に進退自在に収納されて前進位置において該外筒及び前記管体
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を閉塞する弾性材料による閉塞部材と、
　該閉塞部材における前記管体の先端に対向する位置に、該閉塞部材の後退に伴って前記
管体が挿通する挿通孔と、
　該挿通孔を閉塞する方向に閉塞部材の外周から締め付ける締め付け手段と、
　前記管体が前記挿通孔を貫通したとき、該管体に沿って後退した閉塞部材を前進方向に
付勢する付勢手段とを備えてなり、
　前記閉塞部材は、前記挿通孔を備えて前記外筒の接続部に挿脱自在に嵌合する栓部と、
該栓部の後端に連設されて前記管体の外周壁に液密に密着する円筒状の管体密着部とを備
えて、該管体密着部の後端と外筒の底部との間に空隙が形成されており、
　前記付勢手段は、前記管体の外周に設けられて、前記栓部が前記外筒の接続部に嵌合し
ているときの前記管体密着部の後端位置から外筒の底部に向って次第に拡径するテーパ部
材と、前記管体密着部とによって構成され、
　前記閉塞部材が管体に沿って後退したとき、管体密着部がテーパ部材の大径側に摺動し
て拡径され、該管体密着部の縮径方向への復元弾性により付勢力を前記閉塞部材に付与す
ることを特徴とする継ぎ手装置。
【請求項９】
　前記管体密着部は、複数の環状の肉厚部と複数の環状の肉薄部とが軸線方向に交互に形
成されて後退時に肉厚部が前記テーパ部材の外面に接することを特徴とする請求項８記載
の継ぎ手装置。
【請求項１０】
　前記締め付け手段は、前記閉塞部材の外周に装着され、挿通孔を閉塞する方向に閉塞部
材の外周から締め付けるリング部材であることを特徴とする請求項８又は９記載の継ぎ手
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、継ぎ手装置に関し、詳しくは、例えば、点滴の薬液流路に設けてシリンジや
チューブ等を接続する継ぎ手装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の継ぎ手装置は、円筒状の外筒内部に延設された中空の管体と、外筒内部
において該管体に外挿されて進退方向に摺動自在の筒状部材とを備えている（例えば、特
許文献１参照）。
【０００３】
　前記管体は、その閉塞された先端近傍の周壁に開口する側孔が形成されており、前記筒
状部材は、管体の先端部に位置するとき側孔を閉塞する。これにより、外筒の先端にシリ
ンジのルアーテーパ等を挿着したとき、シリンジやチューブ等の先端に設けられた筒状の
ルアーテーパ部に押圧された筒状部材が後退して管体の側孔が開放されると同時に、管体
が前記ルアーテーパ部の内部に侵入して導通状態となる。また、外筒内部にはコイルスプ
リングが設けられており、該コイルスプリングによって後退時の筒状部材を前進方向に付
勢する。これにより、外筒の先端から前記ルアーテーパ部を抜き取った際に、該コイルス
プリングの付勢により筒状部材が前進し、管体の側孔が閉塞される。
【０００４】
　しかし、このような従来の構成によると、外筒の先端に前記ルアーテーパ部を挿着した
とき、その挿着状態が不十分であると、筒状部材の後退距離が少なくなり、前記管体の側
孔が完全に開放されないことがある。そして、前記管体の側孔の開放が不完全である場合
には、十分な連通状態を得ることができず例えば薬液の円滑な流動が阻害される不都合が
ある。
【特許文献１】特開平１０－１５０７９号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　かかる不都合を解消して、本発明は、シリンジやチューブ等の先端に設けられた筒状の
被接続物を接続した際に管体との確実な連通状態を形成することができる構造簡単な継ぎ
手装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　かかる目的を達成するために、本発明の継ぎ手装置の第１の態様は、筒状の被接続物を
挿入して接続可能に開口する接続部を先端に備える有底円筒状の外筒と、該外筒の軸心に
沿って延設されて後端が外筒の底部外方に連通し、先端が前記接続部から所定距離を存し
て該外筒内部に位置すると共に該接続部に向って軸線方向に開口する中空の管体と、前記
外筒にその軸線方向に進退自在に収納されて前進位置において該外筒及び前記管体を閉塞
する弾性材料による閉塞部材と、該閉塞部材における前記管体の先端に対向する位置に、
該閉塞部材の後退に伴って前記管体が挿通する挿通孔と、前記管体が前記挿通孔を貫通し
たとき、該管体に沿って後退した閉塞部材を前進方向に付勢する付勢手段とを備えてなり
、前記閉塞部材は、前記挿通孔を備えて前記外筒の接続部に挿脱自在に嵌合する栓部と、
該栓部の後端に連設されて前記管体の外周壁に液密に密着する円筒状の管体密着部とを備
え、前記栓部が前記外筒の接続部に嵌合したとき、前記挿通孔を閉塞する方向に栓部の外
周から締め付ける締め付け手段を設け、前記管体密着部の外周に、前記栓部が前記外筒の
接続部に嵌合しているとき及び閉塞部材の進退移動時に前記管体密着部を前記管体に圧接
して密着させる環状の圧接部材を設けたことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の継ぎ手装置によれば、例えばシリンジやチューブ等の先端に設けられたルアー
テーパ部（筒状の被接続物）を前記外筒に挿着したとき、前記閉塞部材が押圧されて前記
管体に沿って後退される。これに伴い、該管体が閉塞部材に形成された挿通孔を介して該
閉塞部材を貫通する。前記管体の先端は軸線方向に向って開口しているので、該管体の先
端が閉塞部材を貫通した時点で該管体の先端開口部の閉塞が解除され、シリンジやチュー
ブ等のルアーテーパ部に連通する。このように、本発明の継ぎ手装置は、管体の先端が閉
塞部材を貫通した時点で確実に管体の先端の開口部を開放することができ、従来のような
管体の周壁に開口する側孔を筒状部材が開閉するものに比して管体の開口部の開放が不十
分となることを防止することができる。
　そして、シリンジやチューブ等のルアーテーパ部を前記外筒から抜き取った場合には、
前記付勢手段の付勢力によって閉塞部材が前進する。これにより、該閉塞部材の挿通孔か
ら管体が抜けて挿通孔がその弾性により弾発的に閉じられ、該閉塞部材によって管体の開
口部が閉塞される。
　ところで、前記管体は、その先端が軸線方向に向って開口し、該開口部を閉塞する閉塞
部材の先端には管体の開口部に対向して前記挿通孔が形成されている。このため、管体の
開口部を介して流動する薬液等が前記挿通孔に突き当たったとき、挿通孔がその弾性によ
り閉じている状態を破って閉塞部材の外方に薬液等が漏れ出すおそれがある。
　そこで、本発明においては、前記締め付け手段を設け、該締め付け手段によって挿通孔
をその閉塞方向に締め付けている。これによって、管体の開口部に対向して前記挿通孔が
形成されていても該挿通孔からの薬液等の漏れ出しを確実に防止することができる。
【０００８】
　また、前記閉塞部材は、前記挿通孔を備えて前記外筒の接続部に挿脱自在に嵌合する栓
部と、該栓部の後端に連設されて前記管体の外周壁に液密に密着する円筒状の管体密着部
とを備えることにより、管体と管体密着部との間への薬液等の侵入を防止することができ
、外筒の内部における管体及び閉塞部材の外側への薬液等の漏れを防止することができる
。
　更に、前記管体密着部の外周に、該管体密着部を前記管体に圧接する環状の圧接部材を
設けたことにより前記肉厚部と管体との密着度を適度に増加させることができ、管体と管



(5) JP 4443162 B2 2010.3.31

10

20

30

40

50

体密着部との間への薬液等の侵入を確実に防止することができる。
【０００９】
　本発明における締め付け手段としては、前記外筒の接続部の内壁全周に、前記閉塞部材
が該接続部を閉塞したとき閉塞部材の外周に圧接する凸部を設けて、該凸部を締め付け手
段とすることができる。
【００１０】
　このとき、前記管体密着部は、複数の環状の肉厚部と複数の環状の肉薄部とが軸線方向
に交互に形成されていることが好ましい。これにより、該管体密着部は、肉厚部を管体の
外周壁に液密に密着させて外筒の内部における管体及び閉塞部材の外側への薬液等の漏れ
を防止することができるだけでなく、管体密着部と管体との当接面積を少なくして摺動時
の抵抗を比較的小となるので管体に沿った閉塞部材の移動を円滑に行なうことができる。
【００１１】
　また、本発明における前記付勢手段の一態様としては、前記外筒内部において該外筒の
底部と前記閉塞部材との間にコイルスプリングを設け、該コイルスプリングを前記付勢手
段とすることが挙げられる。付勢手段としてコイルスプリングを採用することにより、管
体の外周にコイルスプリングを位置させて該コイルスプリングを前記外筒内に収納するだ
けで十分な付勢力を得ることができる。
【００１２】
　また、本発明の継ぎ手装置の第２の態様は、筒状の被接続物を挿入して接続可能に開口
する接続部を先端に備える有底円筒状の外筒と、該外筒の軸心に沿って延設されて後端が
外筒の底部外方に連通し、先端が前記接続部から所定距離を存して該外筒内部に位置する
と共に該接続部に向って軸線方向に開口する中空の管体と、前記外筒にその軸線方向に進
退自在に収納されて前進位置において該外筒及び前記管体を閉塞する弾性材料による閉塞
部材と、該閉塞部材における前記管体の先端に対向する位置に、該閉塞部材の後退に伴っ
て前記管体が挿通する挿通孔と、該挿通孔を閉塞する方向に閉塞部材の外周から締め付け
る締め付け手段と、前記管体が前記挿通孔を貫通したとき、該管体に沿って後退した閉塞
部材を前進方向に付勢する付勢手段とを備えてなり、該付勢手段は、前記閉塞部材の後端
に一体に連設されて前記管体の後端に向って該管体から次第に離間する略円錐筒状に形成
されたスカート部であり、該スカート部は、その後端が前記外筒内の底部に非固定状態で
当接されていると共に、前記閉塞部材が管体に沿って後退したときに屈曲してその小径側
が大径側の内方に収納され、該スカート部の外周面と前記外筒の内周面との間には、該ス
カート部の小径側が大径側の内方に収納されたときに、当該収納位置におけるスカート部
の拡径変形を全周にわたって許容する空隙が設けられ、前記筒状部材は、前記スカート部
の復元弾性により付勢力が付与されることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の継ぎ手装置の第２の態様によれば、前記第１の態様と同様の効果が得られ、更
に、前記スカート部は閉塞部材に一体に設けられているので、部品点数を少なくして組み
立て効率を向上させることができる。
　また、閉塞部材の後退に伴い前記スカート部が圧縮されるとき、該スカート部が屈曲し
てその小径側が大径側の内方に収納されることによって復元弾性による付勢力を発生する
ことができる。
【００１４】
　このとき、前記スカート部は、複数の環状の肉厚部と複数の環状の肉薄部とが軸線方向
に交互に形成されていることが好ましい。これによれば、前記スカート部が圧縮されたと
き、該スカート部を環状の肉薄部を介して円滑に屈曲させることができるだけでなく該ス
カート部をその全周にわたって均一に屈曲させることができ、安定した付勢力を発生させ
ることができる。
【００１５】
　更にこのとき、挿通孔を閉塞する方向に閉塞部材の外周から締め付けるリング部材を前
記閉塞部材の外周に装着して、該リング部材を締め付け手段とすることができる。
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【００１６】
　また、本発明の継ぎ手装置の第３の態様は、筒状の被接続物を挿入して接続可能に開口
する接続部を先端に備える有底円筒状の外筒と、該外筒の軸心に沿って延設されて後端が
外筒の底部外方に連通し、先端が前記接続部から所定距離を存して該外筒内部に位置する
と共に該接続部に向って軸線方向に開口する中空の管体と、前記外筒にその軸線方向に進
退自在に収納されて前進位置において該外筒及び前記管体を閉塞する弾性材料による閉塞
部材と、該閉塞部材における前記管体の先端に対向する位置に、該閉塞部材の後退に伴っ
て前記管体が挿通する挿通孔と、該挿通孔を閉塞する方向に閉塞部材の外周から締め付け
る締め付け手段と、前記管体が前記挿通孔を貫通したとき、該管体に沿って後退した閉塞
部材を前進方向に付勢する付勢手段とを備えてなり、前記閉塞部材は、前記挿通孔を備え
て前記外筒の接続部に挿脱自在に嵌合する栓部と、該栓部の後端に連設されて前記管体の
外周壁に液密に密着する円筒状の管体密着部とを備えて、該管体密着部の後端と外筒の底
部との間に空隙が形成されており、前記付勢手段は、前記管体の外周に設けられて、前記
栓部が前記外筒の接続部に嵌合しているときの前記管体密着部の後端位置から外筒の底部
に向って次第に拡径するテーパ部材と、前記管体密着部とによって構成され、前記閉塞部
材が管体に沿って後退したとき、管体密着部がテーパ部材の大径側に摺動して拡径され、
該管体密着部の縮径方向への復元弾性により付勢力を前記閉塞部材に付与することを特徴
とする。
【００１７】
　本発明の継ぎ手装置の第２の態様によれば、前記第１及び第２の態様と同様の効果が得
られ、更に、前記管体密着部をテーパ部材の大径側に摺動させて該管体密着部の復元弾性
による付勢力を発生させることができ、しかも、該管体密着部がテーパ部材に沿って摺動
可能な長さを有していればよいので、継ぎ手装置をコンパクトに構成することができる。
【００１８】
　このとき、前記管体密着部は、複数の環状の肉厚部と複数の環状の肉薄部とが軸線方向
に交互に形成されていることが好ましい。これにより、該管体密着部は、肉厚部を管体の
外周壁に液密に密着させて外筒の内部における管体及び閉塞部材の外側への薬液等の漏れ
を防止することができるだけでなく、管体密着部と管体との当接面積を少なくして摺動時
の抵抗を比較的小となるので管体に沿った閉塞部材の移動を円滑に行なうことができる。
【００１９】
　更にこのとき、挿通孔を閉塞する方向に閉塞部材の外周から締め付けるリング部材を前
記閉塞部材の外周に装着して、該リング部材を締め付け手段とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は第１の実施形態の継ぎ手装置を示
す説明的断面図、図２は図１の継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図、図３は第１の
実施形態に用いる管体の他の例を示す説明的断面図、図４は第２の実施形態の継ぎ手装置
を示す説明的断面図、図５は図４の継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図、図６は第
３の実施形態の継ぎ手装置を示す説明的断面図、図７は図６の継ぎ手装置の接続状態を示
す説明的断面図、図８は第４の実施形態の継ぎ手装置を示す説明的断面図、図９は図８の
継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図である。
【００２１】
　本発明の第１の実施形態の継ぎ手装置１は、図１に示すように、３方活栓２の一つのポ
ート３に設けられている。該ポート３には筒状の管体支持部４を介して金属（例えばステ
ンレス）又は硬質合成樹脂（例えばポリアセタール）によって形成された棒状の管体５が
挿着されている。該管体５はパイプ状に形成され、基端が前記ポート３に連通されている
。該管体５の先端には、その軸線方向に向って開口する開口部６が形成されている。
【００２２】
　また、前記管体支持部４の外周には、円筒状の外筒支持部７を介して外筒８が連結支持
されている。該外筒８の先端には、図示しないシリンジやチューブの先端に設けられた被
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接続物であるルアーテーパ部９（図２参照）を挿入して接続する接続部１０が形成されて
いる。
【００２３】
　該外筒８の内部には、図１に示すように、ゴム製の閉塞部材１１が収納されている。該
閉塞部材１１は、管体５に沿って進退自在に設けられ、外筒８内部に設けられた付勢手段
としてのコイルスプリング１２によって、前進方向に付勢されている。該閉塞部材１１は
、その外周に装着された後述する圧接部材１３のフランジ部１４が、外筒８の接続部１０
の内周に突設された規制部１５に突き当って抜け止めされている。
【００２４】
　該閉塞部材１１は、図１に示すように、管体５の先端側を閉塞する栓部１６と、該栓部
１６の後方に連設されて管体５の外周に密着する円筒状の管体密着部１７とによって構成
されている。該閉塞部材１１の栓部１６には、管体５が挿通される挿通孔１８が形成され
ている。該挿通孔１８は、管体５の挿通により弾発的に開口し該管体５が非挿通時には復
元弾性により閉鎖状態となる閉鎖孔である。また、管体密着部１７は、複数の環状の肉厚
部１９と複数の環状の肉薄部２０とを軸線方向に交互に備えている。
【００２５】
　前記接続部１０には本発明の締め付け手段としての環状の凸部２１が形成されている。
該凸部２１は前記規制部１５を一側面に備えている。閉塞部材１１の栓部１６は接続部１
０に嵌合されることで凸部２１から押圧を受け、挿通孔１８の確実な閉鎖状態を維持する
。
【００２６】
　前記管体５は、その外径が後端に向かって次第に拡径するテーパ状に形成されている。
該管体５の後端部には、鍔状に張り出して外筒支持部７の端縁に当接された鍔部２２が形
成されている。該鍔部２２の後方には、外筒支持部７と管体支持部４との間に介挿して固
定する固定脚部２３が一体に連設されている。該鍔部２２は、コイルスプリング１２の後
端に当接するスプリングシートとされ、コイルスプリング１２と外筒支持部７との接触に
よる外筒支持部７の損傷を防止する。このように構成された管体５は、拡径された後端に
より曲げ強度が向上され、管体５の折れ曲がり等を確実に防止することができる。
【００２７】
　また、図１に示すように、前記管体密着部１７の外周には、金属製の圧接部材１３が装
着されている。圧接部材１３は、管体密着部１７の外周全周を締め付けており、管体密着
部１７を管体５に押し当てて密着させている。更に、圧接部材１３には、栓部１６側にお
いて鍔状に張り出すフランジ部１４が形成されている。該フランジ部１４は、前記コイル
スプリング１２のスプリングシートとしてゴム製の閉塞部材１１との接触による閉塞部材
１１の損傷を防止して確実に付勢力を付与し、且つ、前述したように外筒８の接続部１０
の内周に設けられた規制部１５に突き当って閉塞部材１１の抜け出しを防止する。該圧接
部材１３によって、管体密着部１７と管体５との液密状態が維持され、閉塞部材１１の進
退移動時の液漏れを確実に防止することができる。
【００２８】
　以上の構成からなる継ぎ手装置１によれば、図２に示すように、前記外筒８の接続部１
０に図示しないシリンジやチューブの先端に設けられたルアーテーパ部９を挿着したとき
、該ルアーテーパ部９に押圧された閉塞部材１１が後退して、挿通孔１８を貫通した管体
５の開口部６が開放され、ルアーテーパ部９と３方活栓２のポート３とが管体５を介して
連通する。
【００２９】
　このとき、ルアーテーパ部９から管体５に向かって薬液が注入されると、閉塞部材１１
と管体５との間に薬液が侵入しようとするが、該閉塞部材１１の管体密着部１７が前記圧
接部材１３により管体５に圧接されていることにより、管体密着部１７と管体５との間へ
の薬液の侵入が防止される。なお、該管体密着部１７は、肉薄部２０と肉厚部１９とが交
互に配列されているので、肉厚部１９により管体５の周壁に液密に密着させて管体５と管
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体密着部１７との間への薬液等の侵入を防止することができるだけでなく、肉薄部２０に
より管体密着部１７と管体５との当接面積を少なくして摺動時の抵抗を比較的小とするこ
とができ、管体５に沿った閉塞部材１１の移動を円滑に行なうことができる。
【００３０】
　その後、前記外筒８の接続部１０からルアーテーパ部９を引き抜いたときには、コイル
スプリング１２の付勢力によって閉塞部材１１が前進し、管体５が挿通孔１８から抜けた
時点で、該管体５の開口部７が閉塞される。そして、閉塞部材１１の栓部１６が接続部１
０に嵌合されて凸部２１から押圧を受けることにより、管体５の先端の開口部７を介して
流動する薬液等が前記挿通孔１８に突き当たっても、挿通孔１８から外方への薬液等の漏
れ出しを確実に防止することができる。
【００３１】
　なお、第１の実施形態においては、外径が後端に向かって次第に拡径するテーパ状に形
成された管体５を採用したが、これに限るものではなく、例えば、図３に示すように、そ
の全長にわたって同径のパイプ状の管体２４を採用してもよい。
【００３２】
　次に、本発明の第２の実施形態を説明する。本発明の第２の実施形態の継ぎ手装置２５
は、図４に示すように、前述した第１の実施形態と同様に、３方活栓２の一つのポート３
に設けられている。なお、前述した第１の実施形態と同様の構成については、図４及び図
５において、図１乃至図３と同一の符号を付してその説明を省略する。
【００３３】
　図４に示すように、外筒８の内部において、前記管体２４の先端にはゴム製の閉塞部材
２６が装着されている。該閉塞部材２６は管体２４に沿って進退自在に設けられ、外筒８
内部に設けられたコイルスプリング１２によって、前進方向に付勢されている。該閉塞部
材２６はその外周に鍔部２７が形成されており、外筒８の接続部１０の内周に突設された
規制部１５により鍔部２７が規制されて抜け止めされている。
【００３４】
　該閉塞部材２６は、図４に示すように、管体２４の先端側を閉塞する栓部２８と、該栓
部２８の後方に連設されて管体２４の外周に密着する円筒状の管体密着部２９とによって
構成されている。該閉塞部材２６の栓部２８には、管体２４が挿通される挿通孔１８が形
成されている。該挿通孔１８は、管体２４の挿通により弾発的に開口し該管体２４が非挿
通時には復元弾性により閉鎖状態となる閉鎖孔である。
【００３５】
　該栓部２８の外周には金属製のリング部材３０が嵌着されている。該リング部材３０は
挿通孔１８が閉塞する方向に栓部２８を締め付ける本発明の締め付け手段としての締め付
け部３１と、前記管体密着部２９の外周に位置して該管体密着部２９を管体２４に押し当
てる押し当て部３２とを備えている。該締め付け部３１により、管体２４の先端の開口部
６を介して流動する薬液等が前記挿通孔１８に突き当たっても、挿通孔１８から外方への
薬液等の漏れ出しを確実に防止することができる。また、前記押し当て部３２により、管
体密着部２９と管体２４との水密状態が維持され、閉塞部材２６の進退移動時の液漏れを
確実に防止することができる。更に、外筒８の接続部１０には、その内周側に突出する環
状の凸部２１が形成されており、栓部２８の先端部を押圧して一層確実に挿通孔１８を閉
塞するようになっている。
【００３６】
　そして、図５に示すように、前記外筒８の接続部１０に図示しないシリンジやチューブ
の先端に設けられたルアーテーパ部９を挿着したとき、該ルアーテーパ部９に押圧された
閉塞部材２６が後退して、挿通孔１８を貫通した管体２４の開口部６が開放され、ルアー
テーパ部９と３方活栓２のポート３とが管体２４を介して連通する。このように、管体２
４が挿通孔１８を貫通した時点で管体２４の開口部６が確実に開放されるので、閉塞部材
２６が後退距離を比較的短くすることができ、全体としてコンパクトに構成することがで
きる。その後、前記外筒８の接続部１０からルアーテーパ部９を引き抜いたときには、コ
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イルスプリング１２の付勢力によって閉塞部材２６が前進し、管体２４が挿通孔１８から
抜けた時点で、該管体２４の開口部６が閉塞される。このように、閉塞部材２６の前進距
離が比較的短く迅速に管体２４の開口部６が閉塞されるので、ルアーテーパ部９の抜き取
り時の液漏れ等を極めて少なくすることができる。
【００３７】
　次に、本発明の第３の実施形態を説明する。図６及び図７に示すように、第３の実施形
態の継ぎ手装置３３は、前述した第１の実施形態と同様に、３方活栓２の一つのポート３
に設けられている。また、前述した第１の実施形態と同様の構成については、図６及び図
７において、図１乃至図３と同一の符号を付してその説明を省略する。
【００３８】
　本発明の第３の実施形態においては、図６及び図７に示すように、閉塞部材３４にスカ
ート部３５が連設されている。即ち、閉塞部材３４は、管体２４の先端側を閉塞する栓部
３６と、該栓部３６の後方に連設されて管体２４の外周に密着する円筒状の管体密着部３
７とを備えているが、更に、該管体密着部３７の後端に管体２４の後端方向に延びるスカ
ート部３５が設けられている。該スカート部３５は後述するように栓部３６と管体密着部
３７とが管体２４に沿って後退したときに圧縮されて復元弾性による付勢力を栓部３６に
付与する。
【００３９】
　該栓部３６の外周にはゴム製のリング部材３８が嵌着されている。該リング部材３８は
本発明の締め付け手段であり挿通孔１８が閉塞する方向に栓部３６を締め付ける。該リン
グ部材３８の締め付けにより、管体２４の先端の開口部６を介して流動する薬液等が前記
挿通孔１８に突き当たっても、該挿通孔１８から外方への薬液等の漏れ出しを確実に防止
することができる。
【００４０】
　前記スカート部３５は、図６に示すように、管体２４の後端に向って該管体２４から次
第に離間する略円錐筒状に形成されている。また、該スカート部３５は、複数の環状の肉
薄部３９と複数の環状の肉厚部４０とが交互に配設された形状に形成されいる。各肉薄部
３９を設けることによって、スカート部３５は屈曲可能となっている。
【００４１】
　そして、図７に示すように、前記外筒８の接続部１０に図示しないシリンジやチューブ
の先端に設けられたルアーテーパ部９を挿着したとき、該ルアーテーパ部９に押圧された
栓部３６と管体密着部３７とが後退して、挿通孔１８を貫通した管体２４の開口部６が開
放され、ルアーテーパ部９と３方活栓２のポート３とが管体２４を介して連通する。更に
このとき、スカート部３５が何れかの肉薄部３９を介して屈曲してその小径側が大径側の
内方に収納され、該スカート部３５の復元弾性による付勢力が栓部３６と管体密着部３７
とに付与される。その後、前記外筒８の挿着部１０からルアーテーパ部９を引き抜いたと
きには、屈曲状態のスカート部２５の付勢力によって閉塞部２３と密着部２４とが前進し
、管体５がスリット１７から抜けた時点で、閉塞部２３がゴム製であることによる復元弾
性とゴム製の前記リング部材２６の弾発的な締め付け力とによりスリット１７が閉じて該
管体５の開口部６が迅速且つ確実に閉塞される。
【００４２】
　このように、コイルスプリング１２（図１参照）に替えて前記スカート部３５を設ける
ことによって、コイルスプリング１２と同様の付勢力を発生させることができ、しかも、
スカート部３５が閉塞部材３４に一体に設けられていることにより、部品点数を少なくし
て組み立て効率を向上させることができる。更に、スカート部３５が屈曲して圧縮時の全
長を比較的短くすることができるので、外筒８内部における該スカート部３５の収容スペ
ースを小とすることができ、継ぎ手装置３３をコンパクトに構成することができる。
【００４３】
　次に、本発明の第４の実施形態を説明する。図８及び図９に示すように、第４の実施形
態の継ぎ手装置４１は、前述した第１の実施形態や第２の実施形態と同様に、３方活栓２



(10) JP 4443162 B2 2010.3.31

10

20

30

40

50

の一つのポート３に設けられている。また、前述した第１乃至第３の実施形態と同様の構
成については、図８及び図９において、図１乃至図７と同一の符号を付してその説明を省
略する。
【００４４】
　本発明の第４の実施形態においては、図８及び図９に示すように、閉塞部材４２は、管
体２４の先端側を閉塞する栓部４３と、該栓部４３の後方に連設されて管体２４の外周に
密着する円筒状の密着スカート部４４（管体密着部）とを備えている。
【００４５】
　また、管体２４には、その後端に向って次第に拡径するテーパ面４５を有するテーパ部
材４６が外挿されている。前記密着スカート部４４は、管体２４の先端部からテーパ部材
４６のテーパ面４５に摺接しつつ後退可能とされている。また、該密着スカート部４４は
、複数の環状の肉薄部４７と複数の環状の肉厚部４８とが交互に配設された形状に形成さ
れいる。各肉厚部４８は密着スカート部４４の内面に環状の凸部を形成するものであり、
該密着スカート部４４の後退時に各肉厚部４８の内周面がテーパ部材４６のテーパ面４５
に摺接されるので、摺動抵抗を小として密着スカート部４４を円滑に後退させることがで
きる。
【００４６】
　そして、図９に示すように、前記外筒８の接続部１０に図示しないシリンジやチューブ
の先端に設けられたルアーテーパ部９を挿着したとき、該ルアーテーパ部９に押圧された
栓部４３が後退して、挿通孔１８を貫通した管体２４の開口部６が開放され、ルアーテー
パ部９と３方活栓２のポート３とが管体２４を介して連通する。更にこのとき、密着スカ
ート部４４がテーパ部材４６の大径側に摺動して拡径される。これにより、該密着スカー
ト部４４においては、その縮径方向への復元弾性が生じ、更にテーパ部材４６の小径側に
移動しようとする力によって栓部４３に付勢力が付与される。
【００４７】
　その後、前記外筒８の接続部１０からルアーテーパ部９を引き抜いたときには、密着ス
カート部４４がその縮径方向の復元力によってテーパ部材４６のテーパ面４５に沿ってそ
の小径側に摺動し、栓部４３を前進させる。そして、管体２４が挿通孔１８から抜けた時
点で、栓部４３がゴム製であることによる復元弾性とゴム製の前記リング部材３８の弾発
的な締め付け力とにより挿通孔１８が閉じられ該管体２４の開口部６が迅速且つ確実に閉
塞される。
【００４８】
　このように、コイルスプリング１２（図１参照）に替えて前記密着スカート部４４を設
けることによっても、コイルスプリング１２と同様の付勢力を発生させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の第１の実施形態の継ぎ手装置を示す説明的断面図。
【図２】図１の継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図。
【図３】第１の実施形態に用いる管体の他の例を示す説明的断面図。
【図４】本発明の第２の実施形態の継ぎ手装置を示す説明的断面図。
【図５】図４の継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図。
【図６】本発明の第３の実施形態の継ぎ手装置を示す説明的断面図。
【図７】図６の継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図。
【図８】本発明の第４の実施形態の継ぎ手装置を示す説明的断面図。
【図９】図８の継ぎ手装置の接続状態を示す説明的断面図。
【符号の説明】
【００５０】
　１，２５，３３，４１…継ぎ手装置、５，２４…管体、８…外筒、９…ルアーテーパ部
（被接続物）、１０…接続部、１１，２６，３４，４２…閉塞部材、１２…コイルスプリ
ング（付勢手段）、１３…圧接部材、１６，２８，３６，４３…栓部、１７，２９，３７
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…管体密着部、１８…挿通孔、１９，４０，４８…肉厚部、２０，３９，４７…肉薄部、
２１…凸部（締め付け手段）、３１…締め付け部（締め付け手段）、３２…押し当て部（
圧接部材）３５…スカート部（付勢手段）、３８…リング部材（締め付け手段）、４６…
テーパ部材（テーパ部）、４４…密着スカート部（付勢手段・管体密着部）。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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